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毎
年
１
回
は
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

歯
科
口
腔
検
診
で
病
気
予
防

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

　
日
本
人
の
死
因
第
３
位
が
肺
炎
と
い
う

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
う
ち
90
％
以
上

が
高
齢
者
で
、
そ
の
約
70
％
が
誤ご

嚥え
ん
性
肺

炎
で
す
。
誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
お
口

の
健
康
管
理
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
歯
周

病
は
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
全
身
的

な
病
気
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
、
病
気
予
防
に
努
め
ま
せ
ん
か
。

　
み
ん
な
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
「
適
正
な
受
診
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

か
か
り
つ
け
医
を
身
近
に
見
つ
け
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
休
日
・
夜
間
診
療
は
医
療
費
も
高
い

軽
い
症
状
は
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
休
日
や
夜
間
診
療
は
医
療
費

■
期
間　
４
月
～
平
成
31
年
２
月
末

■
場
所　
町
内
の
委
託
医
療
機
関（
要
予
約
）

■
対
象
者　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

■
内
容　
歯
と
歯
周
の
検
診

■
申
込
方
法　
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

健
康
・
保
険
課
か
西
部
支
所
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
費
用　
４
０
０
円

（
町
助
成
額
３
，
８
１
２
円
）

も
高
く
な
り
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

先
発
医
薬
品
よ
り
も
費
用
が
安
く
済
み

ま
す
。
利
用
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
お
薬
手
帳
の
活
用

薬
は
飲
み
合
わ
せ
で
副
作
用
が
強
く
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
薬
手
帳
を
活

用
し
、
既
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
健
康
・
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
２

問
健
康
・
保
険
課　
国
民
健
康
保
険
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
２

 	  

　平成28年熊本地震で大きな被害を受けた世帯を対象
とした、被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期限
が１年間延長されました。
　まだ申請がお済みでない場合は、期限内の申請をお願
いします。

■申請期限
平成31年５月13日㈪
※加算支援金も同日までです。

■対象世帯（基礎支援金）
◦居住していた家屋が、全壊・大規模半壊の判定を受け

た世帯
◦居住していた家屋が半壊の判定を受けて解体した世帯
■問い合わせ
　福祉課　地域福祉係
　☎（232）4913

被災者生活再建支援金（基礎
支援金）の申請期限が延長さ
れます

 	  

　広報きくよう３月号で掲載した「すまいの再建支援」
の事業のうち、自宅再建利子助成、リバースモーゲージ
利子助成の２つの事業について、再建先に平成29年11
月２日までに入居した人は、５月１日㈫が申請期限です。
　申請に必要な書類がありますので、期限に余裕をもっ
てご相談ください。

■申請期限　自宅を再建し、入居した日から６カ月以内
（ただし、平成29年11月２日までに入居した場合は
５月１日㈫まで）

■受付場所　役場２階　中会議室
■受付時間（平日のみ）
　午前９時～午後５時（正午～午後１時は除く）
■問い合わせ
　熊本地震被災者生活再建対策室
　☎080（8594）4417

申請はお済みですか

すまいの再建支援
（自宅再建利子助成、リバース
モーゲージ利子助成）

戸建木造住宅耐震改修等事業補助金
■募集期間
　４月９日㈪～８月31日㈮
　（土・日曜日、祝日除く）
■交付対象建築物
◦昭和56年５月31日以前に着工したもの、または平成28年

熊本地震で被災したもの
◦在来軸組工法、枠組壁工法又は伝統的工法（木造）で３階建

て以下のもの
◦戸建て住宅で現に居住中であるもの
◦所有者が町税を滞納していないもの　など
■交付対象事業・補助金額
❶耐震改修設計（耐震改修工事の計画策定）
　補助対象経費の３分の２以内（上限20万円）
❷耐震改修工事（耐震改修工事・工事監理）
　補助対象経費の２分の１以内（上限60万円）
※交付対象建築物のうち、耐震診断の結果、倒壊の危険性が

あると判断されたものが対象です。
❸建て替え工事
　補助対象経費の23％以内（上限60万円）
※交付対象建築物のうち、耐震診断の結果、倒壊の危険性が

あると判断されたものと被災者生活再建支援法に基づく被
災者生活再建支援金の支給対象でないものが対象です。
❹耐震シェルター工事
　補助対象経費の２分の１以内（上限20万円）
※交付対象建築物のうち、昭和56年６月１日以降に着工し

たものについては、次のいずれかに該当するものが対象で
す。
ア　災害対策基本法に基づく住家の被害認定において、
「全壊」「大規模半壊」に認定されたもの

イ　耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断されたも
の

※耐震シェルターとは、住宅内の一部に木材や鉄骨で強固な
箱型の空間をつくり安全を確保するものです。

被災宅地復旧補助金
■募集期間
　４月９日㈪～12月28日㈮
　（土・日曜日、祝日除く）
■交付対象宅地

平成28年熊本地震発生時に住宅の用に供されていた土地
（民間企業や団体などの社宅や寮は除く）

■交付対象工事（調査・設計を含む）
　宅地被害に対して原形に復旧することを基本とした次に掲
げる工事（構造基準を満たすものへの変更を含む）
◦宅地のり面の復旧工事
◦宅地擁壁の復旧・補修工事（ブロック塀やフェンスは対象

外）
◦宅地の亀裂・ひび割れ・陥没の復旧工事
◦住宅基礎の傾斜修復工事（家屋の修理などは対象外）
※工事費が50万円に満たないものや、他の補助金の交付を

受けたものなどは対象外です。
■補助金額
　補助対象経費から50万円を控除した金額の３分の２以内

（上限633万円）
例）工事費が350万円かかった場合

（350万円－50万円）×２/３＝補助金額200万円

戸建木造住宅耐震診断事業補助金
■募集期間
　４月９日㈪～８月31日㈮
　（土・日曜日、祝日除く）
■交付対象建築物

◦昭和56年５月31日以前に着工したもの
◦在来軸組工法（木造）で２階建て以下のもの
◦戸建て住宅で現に居住中であるもの
◦所有者が町税を滞納していないもの　など

■補助金額
　補助対象経費の３分の２以内（上限８万６千円）

被災宅地復旧、耐震診断（精密診断）・耐震改修などの費用
の一部を補助します

町では、平成28年熊本地震で被災した宅地の復旧および被災した住宅の耐震改修や、
新耐震基準を満たさない恐れのある住宅の耐震診断（精密診断）・耐震改修などにかかる
費用の一部を補助します。詳しくはお問い合わせください。

問 都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

2018.4　広報 広報 　2018.4


